




平塚共済病院 薬剤科

お薬を内服する際、どのような飲み物を使っていますか？
基本的に、お薬はコップ1杯200ml程度の水かぬるま湯での服用が推奨されます。
（水無しで内服できる薬剤：口腔内崩壊錠・ＯＤ錠もあります）
飲み物の中には薬の吸収や作用に影響を与えてしまうものがあるため注意が必要となります。
今回は日常生活でよく使われる以下の飲み物についてご紹介いたします。

●お茶
薬への影響は少ないといわれていますが、基本的には水・ぬるま湯での内服を推奨
いたします。カフェインを多く含むお茶との飲み合わせにはご注意ください。
●牛乳
牛乳に含まれるカルシウムにより吸収が阻害され、効果発現が弱まる薬があります。
例：骨粗鬆治療薬、抗生物質、便秘薬
●ジュース
グレープフルーツジュースは血圧降下薬（カルシウム拮抗薬）、高脂血症治療薬の効果
を強めるため、特に注意が必要となります。
（グレープフルーツの成分が薬の分解を妨げ、体内にお薬が蓄積されていくことで
引き起こされます）
●コーヒー・紅茶
コーヒー・紅茶にはカフェインと言われる成分が多く含まれています。カフェインが
配合された薬と一緒に飲むとカフェインの過剰摂取となる可能性があるため注意が
必要となります。カフェインの過剰摂取により、頭痛や動悸などの症状が出現する
可能性があります。
●青汁・クロレラ
青汁・クロレラにはビタミンKが多く含くまれています。ビタミンKという成分は
ワルファリン（血液をさらさらにする薬剤）という薬の働きを妨げ、効果を弱める
可能性があります。
ワルファリンを内服されている方は摂取しないようご注意ください。
●アルコール
薬の吸収や効果を強くしたり弱くしたりと影響を与えやすく、副作用が起きる可能性
があるためご注意ください。
特に睡眠薬、精神安定剤等では薬の作用が強くなり意識障害や昏睡状態に陥る可能性
もあります。薬内服前後でのアルコール摂取にご注意ください。
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